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それぞれ筋放電開始時(RF-on/BF-on)とした．RF-off から RF-on までの時間を PMSP ，
RF-off から BF-on までの時間を SSP とした．さらに，筋反応潜時：Pre-motor time（PMT）
は光刺激から RF-on までの時間とした． 
ACL 損傷をはじめ，スポーツ傷害は疲労時に発生しやすいと考えられており，筋疲労前
後における主動作筋のみの PMT の変化については過去に検討されているが(Yeung et al.，
1999：西上ら，2005)，主動作筋と拮抗筋の切替えの円滑さを反映し，神経・筋協調性機能












ACL 再建術(ST-G 法)後 8～12 か月の男 4 例、女 2 例の計 6 症例(平均年齢 28 歳)を対象
に，ジャンプ課題を行わせた際の筋電図波形から SP を測定し，手術側と非手術側の SP を
比較・検討を行った．測定手順は，RF と BF を導出筋とし，まず，これらの筋電位の基準
値を設定するために，臥位，ならびに両膝 30゜屈曲立位での両筋の平均と最大電位を測定
した．次に，片脚膝 30゜屈曲立位で，ジャンプ課題を手術，非手術側で行った．その結果，
RF の PMSP は，手術・非手術側ともに全例に観察され，その持続時間は，有意に手術側
で延長していた(p＜0.05)．SSP でも，その出現率は，非手術側で 58％、手術側で 67％で
あり，その持続時間は，手術側では非手術側よりも有意に延長していた(p＜0.05)．一方，
PMT ではいずれも有意差を認めなかった．ACL 再建術後は，反応性動作時の筋収縮におい






した．Study1 では，健常成人 11 名(平均年齢 27.8 歳)を対象として等速性運動(CYBEX)を
行わせ，最大筋力の 50％を 3 回連続記録するまで片脚下肢を疲労させ(筋疲労負荷)，その
前後でジャンプ課題を 5 回ずつ実施し，その際の筋電図測定を行い PMT，SSP 測定した．
Study2 では，健常成人 12 名(平均年齢 25 歳)を対象として，羅列した隣り合った数字を加
算していき，答えの一桁の数字を書き込む作業を 15 分程度繰り返し実施させる内田クレペ
リン精神検査を行わせ(脳疲労負荷)，その検査前後でジャンプ課題を実施し，その際の筋電













大学体育会女子選手 14 名(平均年齢 20.2 歳)を対象とし，筋疲労前後の神経・筋協調性に
ついて，筋疲労負荷前，負荷直後，負荷 5 分後，負荷 10 分後，負荷 15 分後の経時的変化
を，SP を用いて比較・検討した．筋疲労負荷は BIODEX (180deg/sec)を用いて，最大筋力
の 50％に低下するまで膝屈伸運動を片側のみ行わせた．負荷前と直後，5 分，10 分，15 分
後に，ジャンプ課題を左右各 5 回ずつ行い，その際に得られた表面筋電図から大腿直筋の
PMT と SSP を測定した． 
その結果，RF の PMT については負荷側・非負荷側間及び測定時の間に有意差は認めな













要があり，本研究で用いた SSP の測定は，有用であると考えられる． 





























多重課題による脳負荷が SSP にいかなる変化を及ぼすかなどを検討する必要がある． 
更に，筋疲労負荷後の経時的変化についても，今後は，ACL 再建術後や肉離れなどのス
ポーツ傷害後の選手においても，どのような影響があるのかを調査していく必要があると
考える． 
 
